
令和７年度第１回狭山市協働推進委員会会議録 

 

開催日時：令和７年５月１５日（木） 午後１時３０分から４時まで 

開催場所：狭山市役所６階 ６０２・６０３会議室 

出 席 者：協働推進委員 ８名 

事 務 局：自治文化課長、主幹、主事、主事補 ４名 

 

１．開会 

 

２．委嘱状交付 

 

３．委員自己紹介 

 

４．正副委員長、幹事の選出 

 

５. 委員長あいさつ 

 

６．議題 

（１）狭山市協働推進委員会について事務局より説明 

 

（２）令和７年度提案型協働事業について事務局より説明 

 

（３）令和６年度提案型協働事業報告会（プレゼンテーション） 

 

１．【人生１００年時代の音楽健康レクリエーション「ヨッコラショーズ」 

（団体：童謡を歌う会 そよ風）】 

≪委員からの質問≫ 

・参加費の値上げをしてから参加者数に変化があったか。 

→参加費を倍に上げたが、これまでと変わらずに来ていただくこと 

ができた。 

 

２．【にじいろ体操教室（団体：一般社団法人 mama’community）】 

≪委員からの質問≫ 

・通っているこども達に変化があれば教えてほしい。 

→体操教室に通うようになってから、笑顔が増えた。また、１年を 
通して実施するので怖がっていたこどもも跳び箱の台上前転がで 
きるようになった。 

 

 

 

 



３．【おさがり交換会（団体：特定非営利活動法人 こそだて支援 comono）】 

≪委員からの質問≫ 

・資料で「協働事業から別の連携体制への道を模索する」とあるが、 

具体的にはどのような連携体制を考えているか。 

→協働事業としてではなく、狭山市や稲荷山の環境センターと連携し 

て今後も継続していけるような体制を考えている。 

 

４．【狭山市探訪ウォーキングマップの制作（団体：NPO 法人さやま生涯学 

習をすすめる市民の会）】 

≪委員からの質問≫ 

・ホームページにあるマップのダウンロード数はいくつか。 
→教育委員会の方で把握をしているが、団体の方では確認できない。 

     ・資料２ページ目の在留外国人とはどういうことか。 
     →狭山市に住んでいる方はもちろんだが、市外の人や日本に住んで 

いる外国籍の人にも歩いてもらいたいという思いがある。 

 

５．【イベント型子どもの居場所づくり事業（ねこのたまり場）（団体：特定 

非営利活動法人 AKTO）】   

≪委員からの質問≫ 

     ・こども達の声や感想を教えてほしい。 
     →なにもしなくていいというところに魅力を感じていると聞いてい

る。 

     ・SNSを見て参加してくれてる子はどれくらいいるか。 
     →実際の正確な数は把握していないが、継続して来てくれる子は、元

から来てくれていた子の紹介が多いと感じている。 

≪委員からの感想≫ 

・なにもしなくていい居場所というのは、家庭内でもないのだと実感 

した。こどもの心の負担軽減が自殺防止につながり、居場所を必要 

としているこども達に届くよう今後も継続していただきたいと思 

う。 

 

６．【Hospitality Halloween「AI クッキング（お菓子作り体験）、トリック 

オアトリート、フォトスポット」】（団体：Hospitality Halloween 実行

委員会）】 

≪委員からの質問≫ 

・迷子はどれくらいいたか。また、どのように対応したか。 
→３，４名いたが、インカムを使って早い段階で情報共有をし、連携 
を図った。最終的には校内放送で保護することができた。 

     ・苦情ではどのようなことがあがったか。 
      →景品のシールについての申し出があった。 

 



７．【集まれ、オンラインしゃべり場（団体：NPO 法人地域教育ネットワーク）】 

≪委員からの感想≫ 

・インターネットという部分は難しくなかなか入り込めないと感じ 

 ているため市民団体で行うのは厳しいと感じている。そのため協 

働事業に参加している方との連携、行政側での管理、有効活用を今 

後も続けてもらいたいと思う。 

 

８．【災害時に活躍するアマチュア無線ネットワークの構築（団体：狭山非

常通信チーム）】   

≪委員からの質問≫ 

・災害が発生し、災害対策本部を設置する際に周波数帯は決められて 

いるか。 

→法律で定められている周波数帯を使うがその都度、流動的に決め、 

ガイドラインを策定する必要があると考えている。 

 ・今後活動するにあたって参加する人を増やしていくか。又は現 

状維持するか。 

→災害が発生し交信をする際、住民の方々が災害対策本部の交信を 

理解するとともに落ち着いて対応ができるような人材を増やして 
いきたいと考えているため、今後も増やしていきたい。 

 
７. 副委員長挨拶 
 

８．閉会 


